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繁忙期の売上は堅調だったものの、前期の直営店舗、ファインダイン店舗の閉店に
よる、売上高の減少、円安による仕入れ価格の高騰等に伴い減収減益
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連結業績推移 –第３四半期
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25.3期
3Ｑ累計業績

<売上高> 前期比 △408 百万円、増減率 △2.3 %
・ゴールデンウイークや母の日、お盆、年末等の繁忙期の売上は堅調だったものの、前年の
直営店舗、ファインダイン店舗の閉店等により、減収となる。

<経常利益> 前期比 △169 百万円、増減率 △33.4 %
・10月の価格改定により、売上原価の改善が見られるものの、上期の円安による仕入れ価格の
高騰に伴う実績等により、減益となる。



価格改定の影響や、年末の売上は堅調だったものの、前期の閉店による売上高の減少、
マーケティングコストの減少、営業外収益の増加に伴い減収増益
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連結業績推移 –第３四半期
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<売上高> 前期比 △14 百万円、増減率 △0.2 %
・10月からの価格改定の影響や、年末期間の売上は堅調だったものの、前年の直営店舗、
ファインダイン店舗の閉店等により、減収となる。

<経常利益> 前期比 ＋194 百万円、増減率 ＋109.8 %
・前期の直営店舗の閉店による販管費の減少、マーケティングコストの減少、営業外収益の
増加等により、増益となる。
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経常利益の前期比増減の構成 第３四半期
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店舗数・拠点数の増減
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事業形態 ブランド
24.3期末
店舗数

出店 閉店
25.3期

3Q店舗数

宅配事業 銀のさら 375 2 △5 372

釜寅 230 2 △5 227

すし上等！ 135 2 △5 132

銀のさら 和(なごみ) 10 － － 10

DEKITATE 1 － － 1

宅配代行事業 ファインダイン 12 － △12 0

その他 最上製麺※ 1 － － 1

合計 764 6 △27 743

24.3期末
拠点数

拠点開設 拠点閉鎖 区分変更
25.3期

3Q拠点数

直営店 105 2 △2 0 105

FC店 273 － △5 0 268

合計 378 2 △7 0 373

※ 2024年12月に和食レストラン「 銀のさら 」から、「最上製麵」に業態変更を行いました。



連結B/S 対前期末
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ポイント

資産 +1,072百万円
-----------------------------------------
【流動資産】  +221百万円
• 現金及び預金  △1,556百万円
• 売掛金  ＋1,122百万円
• 原材料及び貯蔵品 ＋371百万円

【固定資産】 ＋851百万円

【投資その他資産】 ＋821百万円
• 投資有価証券       ＋1,024百万円

負債 +545百万円
-----------------------------------------
【流動負債】 +971百万円
• 買掛金       ＋1,362百万円
• 未払法人税等 △133百万円
• 未払金          △118百万円

【固定負債】  △426百万円
• 長期借入金          △460百万円

純資産 ＋527百万円
-----------------------------------------
【株主資本】   +34百万円
• 有価証券評価差額金 ＋491百万円
• 新株式の発行   ＋24百万円
• 配当金 △146百万円
• 四半期純利益 ＋156百万円

24.3期末 25.3期 3Q 前期比

流動資産 9,542 9,763 ＋221

(うち現預金) 7,471 5,915 △1,556

有形固定資産 640 722 ＋81

無形固定資産 342 290 △51

投資その他資産 2,453 3,275 ＋821

資産合計 12,978 14,051 ＋1,072

流動負債 3,512 4,483 ＋971

(うち1年内有利子負債) 613 613 0

固定負債 2,203 1,777 △426

(うち1年超有利子負債) 1,661 1,201 △460

負債合計 5,715 6,261 ＋545

株主資本 7,111 7,146 ＋34

純資産合計 7,263 7,790 ＋527

負債・純資産合計 12,978 14,051 ＋1,072

（単位：百万円）



取り組み：自分で握って仕上げる！“冷凍寿司”を共同開発
岩手県産の海の幸とお米を使用した『ご自宅にぎり寿司（岩手県秋）』
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冷凍寿司『ご自宅にぎり寿司』は、岩手県三陸沖

で漁獲される水産品5種と「 銀のさら 」の人気ネタ5

種を使用して開発した、ご自宅にいながらにして本

格的なお寿司を楽しめる冷凍寿司キットです。

「 銀のさら 」は、これからも食卓へ笑顔を届けら

れる飲食サービスとして、冷凍食品事業や国内での

更なる寿司文化発展のため、より一層お客様の食卓

シーンを彩れるよう、様々な取り組みを行ってまい

ります。



取り組み：北海道の名物駅弁「 いかめし阿部商店 」とコラボレーション
『柔らかイカ釜飯 』期間限定販売
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宅配御膳「 釜寅 」では、北海道函館本線森駅の駅

弁の老舗である、いかめし阿部商店のタレとイカを

使った、『柔らかイカ釜飯 』を期間限定で販売しま

した。

醤油とざらめで作られた秘伝の甘辛ダレでじっく

り煮込んだ国産のイカは、驚くほどの柔らかさで、

阿部商店秘伝の美味しさをそのまま詰め込んだ特別

な釜飯です。



取り組み：宅配寿司「 銀のさら 」直営全店舗が完全LED化
杉の木換算で年間約5,748本分のCO₂吸収量が削減見込み
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「 銀のさら 」の店舗において、全国の直営店舗

103店舗全ての照明を、蛍光灯からLEDへの切り替え

を行いました。これにより、年間の電気使用量が前

期比176,477kwh 削減見込みとなります。

今後も当社グループでは、様々な方面におけるサ

ステナブルな取り組みを推進し、地球環境保護のた

めに取り組んでまいります。



取り組み：岐阜市に新業態グランドオープン！
サイドメニューでお寿司も食べられる蕎麦屋「 最上（もがみ）製麺 」
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2024年12月より、当社グループが運営する「 和食レスト

ラン銀のさら 」から蕎麦業態「 最上（もがみ）製麺 」に

業態変更をしました。

日本の伝統的な麺料理である“蕎麦”をセルフサービス形

式にて提供いたします。

十割蕎麦に、当社が歴史を積み上げてきた「 銀のさら 」

のお寿司を融合することで独自のブランドに成長させ、こ

の地で蕎麦と言えば「 最上製麺 」と言われるよう、真心こ

めておいしさをお届けしてまいります。
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